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内
訳

安全で快適な生活のための社会資本整備として、河川の治水・利水機能の強化及び洪水による災害の発生を防止し、
流水の正常な機能が維持され、水辺環境が保全されることにより公共の安全を確保する。

限られた予算の中で、緊急性等を総合的に判断しながら対応する。
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都市づくり部公園河川課

事業： 河川改修事業 0337
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B

河川の治水機能の強化及び洪水による災害の発生防止に寄与している。

A

予定箇所の改修工事により、治水機能
の強化が図れた。

A

A
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目

標

普通河川流谷川外の護岸改修工事。
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所管課

普通河川の流水機能の保全を行う。
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1

直営 昭和47年度以前

普通河川１５河川周辺の住民

限られた予算の中で、緊急性等を総合的に判断しながら対応する。

A A B

一般財源

4,9812,694

2,287

0

0.30

0.00

2,694

0

0

0

(決算額) (千円) (千円)

対
象
者

普通河川流谷川外の護岸等改修工事を行う。
目

標

一人あたり

世帯あたり 105

45

事業費

参
考

2,694

(円)

(円)

(人)

(人)

コ
ス
ト
情
報
・
従
事
職
員
数

その他特定財源

0

0

国府支出金

地方債

5,390

5,390

0

0

0

8,167

2,777

0

0.35

0.00

173

72

5,390

-2,696

-2,696

0

0

0

-3,186

-490

0

-0.05

0.00

-68

-27

-2,696



事業：河川改修事業                                

１．河川流域の保全及び治水 

  準用河川及び普通河川の、洪水による災害の発生の防止や軽減、適正な利用及び流水の正常な機能の維持、 

 河川環境の整備と保全の向上を図るため、河川の改修を行った。 

 

細事業：普通河川改修事業                             

１．普通河川整備の概要 

   普通河川において、護岸工事及び河床の改修工事を行った。 

 

 （１）工事請負費 

工  事  名  金額（円） 期 間 工 事 概 要 

 

普通河川西除川改修工事 

    

  1,270,500 

H25.12.04 

～ 

H26.02.28 

施工延長 L=６．５ｍ 

 土 工 一式 

 護床工 L=６．５ｍ 

 

普通河川石見川改修工事 

    

   1,291,500 

H25.12.02 

～ 

H26.02.28 

施工延長 L＝４．１ｍ 

 土  工 一式 

 根固工 L=４．１ｍ 

計    2,562,000   

 


